
正 量 部 の 不 動 業 説

並 川 孝 儀

1は じ め に

イソ ド部派仏教史上,18或 いは20部 もの多数の部派が存在したと伝え られる中,特 に説一切

有部,大 衆部と並んで一つの有力な部派 と見做される正量部は,そ の勢力を比較的後代にいて

増大せしめた部派と言われる。 しかし,説 一切有部などに比較 して,そ の残存資料の過少の理

由によって正量部の実態は殆 ど不明なままであ り,更 にそのことは部派仏教史における正量部

の歴史的事実を解明する障害ともなっているのが現状である。残存している単独の文献 と言え

ぼ,『 三彌底部論』三巻(失 訳)と 『律二十二明了論』一巻(真 諦訳)の 一論書,一 小律に過

ぎず,そ の他断片的には,『 論事』や 『異部宗輪論』を始めとする若干の資料によって知るに

止まる。このような状況の中,正 量部の研究は,資 料が比較的残存している理由から補特伽羅

論や不失壊を中心とした特定の思想内容に限定され,そ の他の教理に関しては全 く体系的に論

じられることはなかった。

そこで,筆 者は正量部を研究するに当た り,補 特伽羅説以外の従来明 らかにされていなかっ

た正量部の種々なる思想を伝える資料 として,チ ベット語訳のみに現存する一資料を提示し,

もって未知の正量部の諸説を明らかにしたい。

この文献はr有 為無為決択』 と言われるもので,Dasabalasrimitra(Stobsbcudpaloses

green)作 になる

チベット語訳:'dusbyasdan'dusmabyasrnamparnespa

梵語題名:samskrt龝amskrta-viniscaya(以 下SAV)
ゆ

である。

SAVは 全35章 より成るが,そ の中,部 派仏教関係では毘婆沙師の説(第2章 ～第12章)と

南方上座部(第13章 ～第15章)が 紹介され,そ の後に正量部の諸説が説示される。
,..(3)くの

こ こで,正 量 部 関 係 の記 述 を 以下 に示 す 。 尚,数 字 は デ ル ゲ版(Ha)と 北 京 版(No)の 箇

所 で あ る。

第16章 「非 随 眠 決 択」ananusaya-viniｧcaya(Ha)205a5(No)127x3

第17章 「随 眠 決択 」anusaya-viniｧcaya212a6137a4
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第18章 「非 福 決 択 」apunya-viniscaya215a1140b8

第19章 「福 決 択 」punya-viniscaya220a5148a6

第20章 「不 動 業 決 択 」穗injyakarma-vini'scaya224a3153a3

第21章 「聖 諦 決 択 」穩yasatya-vini'scaya225b2～241x5154b8～174b8
(4)(5)

「非随眠決択」,「随これら以外にも他章において断片的に正量部説が見られる,こ れらの中,

眠決{.(6)7/ﾟ」,「非融 乳 「融 痴 漑 に公にして瓢 本備 では 「不鰈 麒 」について

眺め,正 量部の説 く不動業説の一端を考察する。

2SAV第20章 「不動 業決択 」 の梗概

先ず,最 初に正量部の不動業説が詳述されるSAV第20章 「不動業決択」 の説示内容の梗

概を以下に表示する。尚,デ ルゲ版(D)と 北京版(P)の 箇所を付す。

〔1-1〕

〔1-2〕

C2)

〔3-1〕

(3-2」
り

(4-1)

〔4-2〕

〔4-3〕

(4-4)

て5〕

C6)

C7-i)

(7-2)

〔7-3〕

C$)

不動業の定義

不動業と相応するもの

有動における三昧の災患

福業と欲界の四洲

福業と六欲天

福業と色界初禅天

福業と色界第二禅天

福業と色界第三禅天

不動業と色界第四禅天

不動業と無色界天

後有を生じる因となる業

後有に関する二種の業

後有を生じる八種の業

後有を生じない八種の業

結語

D.

112-3-3(224a3)

112-3-3(224a3)

112-3-4(224a4)

112-3-6(224a6)

112-4-2(224b2)

112=4-3(224b3)

112-4-4(224b4)

112-4-4(224b4)

112-4-5(224b5)

112-4=7(224b7)

113-1-2(225a2)

113-1-4(225a4)

113-1-5(225a5)

113-1-7(225a7)

113-2-2(225b2)

P.

63-3-3(153a3)

63-3-4(153a4)

63-3-6(153a6)

63-3-8(153a8)

63-4-4(153b4)

63-4-5(153b5)

63-4-7(153b7)

63-4-8(153b8)

63-4-8(153b8)

63-5-4(154a4)

63-5-6(154a6)

64-1-2(154b2)

64-1-3(154b3)

64-1-5(154b5)

64-1-7～8(154b7～8)

以上が 「不動業決択」章における説示内容の概要である。

3SAV第20章 「不動 業決 択」 の説示 内容

正量部説は,上 記の如 く6章 に区分され紹介されているが,そ の中 「不動業決択」は・ 「福

決択」と 「非福決択」 との組合せで説示されている。 この第18,19,20章 に見 られる非福,

福,不 動業とい う三種の分類は,阿 含 ・ニカーヤに既に見出せるが,論 の時代に入ると,北

伝ではr法 蘊足論』,r舎 利弗阿毘曇論』,r倶 舎論』,r順 正理論』など・南伝ではVibhanga・
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Visuddhimaggaや 註釈文献など種kな る文献で論 じられ る。 しかし,こ れ らの諸文献ではこ

の三種の分類は,他 の種 ・々なる業分類と比較して,そ れほど主要な意味をもって取 り扱われて

いた とは思われない。その点,SAVが 福,非 福,不 動業の三種を正量部の業説 として紹介す

るその構成 より考察する時,正 量部においては業を論 じる場合,こ の三種が業の重要な分類と

してその位置を占めていたのではないかと推測できるのである。

(1)不 動 業 の 定 義

不 動 業 の 定 義 は,第18章 「非 福 決 択 」 の 最 初 の 部 分 に 福 と非 福 と共 に 一 括 し 明 示 さ れ て い る

の で,そ れ を 先 ず 見 た い 。

delanonmonspa'irgyu/laslarnampagsumste//'diltaste/bsodnamsdan/

bsodnamsmayinpadan/migyoba'o//

delabsodIlamsmayinpalli/,dodpasbsduspa'irion皿onspacanlarnampa

gsumni'diltar/luskyidan/naggidan/semskyi'o//'dinibsodnamsmayin

pa'ilaskyitshulmdorbsduspa'o//delabsodnamsmayinpanimigtsanbadan

madagpadanmidgeba'o//

bsodnamsnirnampagniste/'diltar/'dodpa'ikhamspadan/gzugskyikhams

pa'o//'dodpasbsduspa'ilaslarnampagaisni'diltaste/dgeba'ilasdansgribpa

mayinpa'ilasso//gzugskyisbsduspayangaiste/'diltaste/dgebadan/sgrib

pamayinpa'o//'dignigyansgompa'iranbzinte/gannadbugs'byun'jugyod

panayoddo//'dinibsodnamskyilaskyitshulmdorbsduspa'o//bsodnamsni

gtsanbadan/dagpadan/dgeba'o//

gannasgompa'iranbzingyilasdbugs'byun'juggidnospomedpadenimi

gyoba'ilasso//'dinimigyoba'ilaskyitshulmdorbsduspa'o//spyodparbyaba

medpasmigyoba'ilasso//(D.215a6^-b3,P.141a7^-b5)

そ こ で,煩 悩 の 原 因 で あ る 業 に は 三 種 が あ る。 即 ち 次 の 如 し で あ る 。 福 と非 福 と不 動

〔業 〕 で あ る 。

こ の 中,非 福 は 欲 界 に 属 す る 汚 染 に 三 種 が あ る 。 即 ち 次 の 如 し で あ る。 身 〔業 〕 と 口

〔業 〕 と心 〔業 〕 と で あ る 。 こ れ は 非 福 の 業 の 在 り方 を 略 説 した も の で あ る。 そ こ で,非

福 と は 不 浄 と不 清 浄 と不 善 で あ る 。

福 は 二 種 で あ る 。 即 ち 次 の 如 し で あ る。 欲 界 と色 界 で あ る 。 欲 〔界 〕 に 属 す る 業 に お け

る二 種 と は,次 の 如 しで あ る 。 善 業 と 無 覆 の 業 で あ る。 色 〔界 〕 に 属 す る 〔業 〕 も 二 種 で

あ る 。.即 ち 次 の 如 しで あ る 。 善 〔業 〕 と 無 覆 〔の 業 〕一で あ る。 こ の 二 種 は,ま た 修 習 の 自

性 で あ り,気 息 の 出 入 が あ る ど こ ろ に 存 在 す る の で あ る。 こ れ は 福Q業 の 在 り方 を 略 説 し

た も の で あ る 。 福 は 浄 と清 浄 と善 で あ る 。
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修 習 の 自性 の 業 で あ る気 息 の 出入 な きも の と な る のが,不 動 の 業 で あ る。 これ は不 動 の

業 の在 り方 を 略 説 した もの で あ る。 作 用 が な され な い こ とに よって不 動 の 業 な の で あ る。

更 に,こ の少 し後 に,

bsodnamsmayinpadanbsodnamsdaggirgyuniroamparsespa'itshogsdrug

ka'o//'diltaste/miggirnamparsespanasyidkyirnamparsespa'ibardu'o//

migyoba'irgyumiyidkyirnamparsespakhona'o//

(D.215b4^-5,P.141b8^142a1)

非 福 と福 の因 は六 識 す べ て で あ る。 即 ち次 の如 しで あ る。 眼識 か ら意 識 まで で あ る。不

動 〔業 〕 の 因 は意 識 のみ であ る。

と,定 義 され て い る。

第20章 厂不 動 業決 択 」 にお いて は,上 記 の 定 義 が 更 に 詳 細 に 規 定 され て い る。

不 動 業 は心 性 で あ る。 それ は,ま た 第 四 禅 と相 応 す る もの で あ り,有 漏 の無 色 〔界 〕 の

四つ の定(snomspar'jukpa)と 相 応 す る もの で あ り,第 四 禅 と無 色 〔界 〕 の定 と力 が相

似 す る定 と相 応 す る もの で あ り,そ れ が 不 動 業 で あ る と知 られ るべ きで あ る。 そ こ で は,

尋(rnamparrtogPa)な どが 生 じる こ とが な い こ とに よって,ま た不 動 〔業 〕 な の で あ

る。

また,動(gyoba)と い うこ とを なす こ とは,三 昧 の災 患(skyon)が あ り,そ れ は七
ゆ

種 で あ る。 次 の如 しで あ る。 即 ち,尋 と伺(rnamparspyodpa)と 喜(dga'ba)と 楽

(bdeba)と 入 〔息〕('jugPa)と 出 〔息〕(byunba)で あ る。

第 四 禅 と無 色 〔界 〕 は,そ れ ら 〔七 種 の 災 患 〕 が 生 じる こ とが な い こ とに よっ て,不 動

〔業〕 なの で あ る。(D.224a3～5,P.153a3～7)

こ の こ とか ら,正 量 部 の不 動 業 説 を纏 め る と,

(1)不 動 業 の因 は意 識 のみ であ り,即 ち心 性 で あ る。

(2)尋,伺 な どの災 患 が 生 じる こ とは な く,作 用 が ない 。

(3)色 界 第 四禅 と無 色 界 の 四つ の定 と相 応 す る。

の3点 か ら規 定 され て い る こ とが 判 明す る。

これ よ り,こ の正 量 部 の不 動 業 説 が 如 何 な る立 場 に あ る のか を 考 察 す るた め に 他 の文 献 に見

られ る不 動 業説 を眺 め て見 る。

先 ず,『 法 蘊 足 論 』 に
ロゆ

云何不動行。謂四無色定。諸有漏善。是名不動行。

と,不 動行とは四無色界定の有漏の善である,と して,更 に

於空無辺処天,繋 心稀求。 彼作是念,願 我当生空無辺処天衆同分中。因此稀求,勤 一修加
ニ ゴ ニ コリ レ ニ リ ニ ゴ ニ

行,超 諸色想,滅 有対想,不 思一惟種種想,入 無辺空,空 無辺処具足住。於此定中,諸 思
一 ニ ー ニ ー レ ニ ・一 ニ ー ニ ー

ゆ

等思現前,等 思巳思当思,思 性思類造心意業,名 不動行。
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と,あ る。 これは十二因縁を解説する中,無 明を縁としてどのように不動行を造るのか,ま た

不動行をなして,ど の よ うに不動行に随 う識があるのかとい う点を論 じるところで説示 され

る。ここでは,加 行を勤修して色想を超え,有 対想を滅し,種 々なる想を思惟せず,無 辺の空

に入 り,こ の空無辺処天の定における諸の思,等 思……思の類,造 心意業が不動行であると定

義される。この後半の定義は福行などには見られないものである。

『倶舎論』では,福 などの三業を論 じるところで,次 の如 く説示される。

欲界における善業が福であ り,〔 不善業が非福であ り,〕それ よ り上界 にお い て生 じた
ロきほ

〔業 〕 が不 動 〔業 〕 で あ る。

このk窗ik竄ﾌ 定 義 を,長 行 釈 で は 「色,無 色 界 に 属 す る善 業 」 と明示 す る。 これ に 関 し・ 色
ロの

界第三禅までは有動である,と 聖教に説かれているではないか との疑問を挙げ,そ れに対 し

て,一 方ではどうして色,無 色界に属す るあらゆるすべての善業は不動である,と 説かれたか
ロロ ロ　

と言えば,即 ち不動に順 じて導 く道行である,と 『不動経』の教えを挙げ,2つ の見解を示し

ている。 この点について,『 倶舎論』は第3章 において三災を説 く中で,有 動の災患に関して

色界初禅では尋,伺 が,第 二禅では喜が,そ して第三禅では入息,出 息が災患となるが・第四
ロの

禅でに不動なるが故に災患を離れるのである,と 解釈している。この記述を見ると,世 親の見

解は結局のところ色界第三禅までは有動であり,第 四禅が不動であるとの立場である。このこ

とか ら,「 色界,無 色界に属する善業」 は,厳 密に言>x.ぽ 「色界第四禅と無色界に属す る善

業」を不動業 と考えているようである。

また,『 倶舎論』では,不 動業に関して有動の業が無動の異熟を導 くかどうかとい う視点よ

り論 じられる。そこでは

色 〔界〕,無 色界に属する業が,或 る地に属するものならぽ 〔それと異なった〕他の地に

おいて異熟することは全 くあ り得ない。それ故に,異 熟が確定していることか ら不動であ
が

る,と 言われるのである。

と,説 かれている。

また,他 に 『倶舎論』では,十 二因縁を説 くところで不動業に関して

自ら楽のために或い不苦 〔不楽〕のために,身 などによって三種の業を起こす。即 ち,や

って来る楽のために福を,楽 と不苦不楽のためには不動を,〔 そして〕現世の楽のために
なロ

は非福を起こす。

と,不 動 〔業〕を楽 と不苦不楽のために身などの業を起こす ものである,と 規定している。こ

の記述に関して,称 友は 厂第三禅までは楽のために色界に属する善 〔業〕を・であって・それ
　

より上は不苦不楽のためにである。」と,解 釈 している。

次に,『 舎利弗阿毘曇論』における不動業の記述を見ると,そ れは十二因縁に関する諸説を

解説する中,ど のように無明を縁 として不動行が現世に行ずるのか とい う点から論 じられる。

ここに,空 無辺処に関する記述を示せば,
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云何不動行。若人無慧無明未断 離一切色想,滅 瞋恚想,不 思一惟若干想,成 一就無辺空処
ニ 　め ニニ リ レ ニ 　の ニよ

行。彼身業無教戒法入摂意識所知。 口業無教戒法入摂意識所知。 意業由意生受想思触思
一 レ

セゆ

惟,如 是身口意善行,是 名不動行無明縁現世行。
レ ニユ リ

とあ り,上 記の 『法蘊足論』 とほぼ同様の定義がなされてお り,不 動業は無色界の四定におけ

る身 口意の善業であると説かれる。

これ より,南 方上座部所伝の不動行説を眺めるが,Visuddhimaggaに

福行は,布 施と戒などによって起こる八種の欲界の善思と,修 習の力によって起こる五種

の色界の善思と十三の思(cetan�)で ある。非福行は,殺 生などによって起こる十二種の
　

不善思である。不動行は,修 習の力によって起こる四種の無色界の善思である。

とあ り,不 動行は,修 習によって起こる無色界の四種の善思と規定される。

以上,不 動行に関して諸説を眺めたが,こ こでSAVに 説かれる正量部の不動業説を他 と

比較 してその特色を考察する。上記の(1)不動業の因は意識のみで,心 性である,と いう説に対

し,そ れに対応する説は 『法蘊足論』に見 られるが,そ れ以外の文献には不動業のみが心性で

あるとい う記述は見 られない。(2)不動業は尋,伺 などの有動の災患が生 じない,と い う説に関

し,『 法蘊足論』,『舎利弗阿毘曇論』は不動業を四無色界定と規定 しているか ら当然同 じ説と

なり,ま た 『倶舎論』にも同一の説が見 られ る。(3)不動業は色界第四禅と無色界定と相応す

る,と い う説に対 し,『 法蘊足論』,r舎 利弗阿毘曇論』及びVisuddhimaggaは 四無色界定

とのみ相応すると説き,r倶 舎論』では一応定義 として色界 と無色界の二界と相応すると説い

ているが,厳 密には色界第四禅を不動とすることか らSAVに 見 られ る正量 部説 は,r倶 舎

論』と同一の説であることが判明する。

(2)欲 界 の十 処 と色 界 天

SAVで は,続 い て 福 業 の 修 習 に よって 生 じる欲 界 の 四洲 に関 して 説 示 され る。 即 ち,

こ こで,雑 染 で な い業 で あ る もの な どが 説 か れ る ので あ る。 福 の そ の業 の故 に,四 洲 に 住

す る人kを 生 じ るの で あ る。 次 の如 くで あ る。 即 ち,無 貪 を修 習す る(yohssubsgoms

pa)福 〔の 業 〕 の 故 に,北 倶盧 洲 の人 〔kを 生 じ るの 〕 で あ る。 そ れ に よって,そ れ 〔ら

の 人k〕 は貪 著 が な く,そ して す べ て の 受 用(nebarlonsspyodba)を 獲 得 す るの で あ

る。 無 瞋 を修 習 す る 〔福 の業 の 〕故 に,東 勝 身 洲 〔の 人kを 生 じる の〕 で あ る。 そ れ に よ

って,そ れ ら 〔の人k〕 は 諸kの 生 き物 を 殺 さな い の で あ る,と 言 わ れ る ので あ る。無 慢

を 修習 す る福 〔の業 〕 の 故 に,西 牛 貨 洲 〔の人kを 生 じ るの〕 で あ る。 そ れ に よって,そ

こに は 同一 性(rigsgcignid)が あ る。 そ れ ら 〔の人k〕 は等 しい 量 と形 を具 足 す るの で

あ る。 無 痴 を 修 習 す る福 〔の 業 〕 の故 に,南 贍 部 洲 〔の人kを 生 じる の〕 で あ る。 そ れ に

よ って,そ れ ら 〔の人 々〕 は 思 念(dranpa)と 智 慧(blo)を 得 て,心 を具 足 す るの で あ

る。(D.224a6～b2,P.153a8～b4)
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ここでは,無 貪を修習すれば北倶盧洲に,無 瞋を修習すれば東勝身洲に,無 慢を修習すれば西

牛貨洲に,そ して無痴を修習すれば南贍部洲に生 じる,と の如 く所謂三善根と無慢の修習 と,

それによって生 じる欲界の善趣である四洲 との関係を示している。 この説示は,第18章 「非福
cw

決 択 」 で,瞬 恚 に よって 地 獄 に,貪 りに よ って 餓 鬼 に,痴 に よっ て畜 生 に,そ して慢 に よって

阿 修 羅 に生 じる,と の如 く,同 様 に三 不 善 根 と慢 とに よ って 四悪 趣 に生 じる 因 が説 か れ る。 こ

の よ うに,四 洲 や 四 悪 趣 に生 じる因 と して 三 善(不 善)根 と無 慢(慢)に よっ て説 示 され る例

は 他 に 見 られ ない 正 量 部 特 有 の説 の よ うで あ る。

次 に,SAVは 六 欲 天 を略 説 した 後,福 業 に よって 色 界 天 に 生 じ る記 述 が続 く。 そ こに は,

色 界 初 禅 で は 順 次 梵 輔 天,梵 種 天,梵 衆 天 に,第 二 禅 で は少 光 天,無 量 光 天,極 光 浄 天 に,そ

して 第 三 禅 で は 少 浄 天,無 量 浄 天,遍 浄 天 に生 じる,と 説 か れ る。 こ の 中,初 禅 の三 天,即 ち

梵 輔 天(tshanspa'imdunna'dongyilha,brahmapurohita),梵 種 天(tshansriskyilha,

brahmak窕ika),梵 衆 天(tshans'khorgyilha,brahmap穩isadya)は,r倶 舎 論 』 の梵 衆 天,

梵 輔 天,大 梵 天(mah稈rahm穗a)の 三 天 説 や,そ の 他 の説 に比 較 し,見 る こ とので きない 正

量 部 独 自の 説 と言 え る。

この 色 界 第三 禅 天 に 続 い て,不 動 業 が相 応 す る色 界 第 四 禅 が 説 か れ る。 そ の記 述 を示 す と以

下 の 如 くで あ る。

不 動 業 は,ま た 第 四 禅 と各k),rV`.相応 す る劣 と中 と勝 〔の三地 〕 か ら 〔言 え ぽ,無 雲 天 と福

生 天 と〕広 果 天 〔に 生 じる の〕 で あ る。 〔更 に 〕不 動業 は 第 四禅 と相 応 す る も の と,亡 七 〕

覚 支 を 修 習 す る こ と,そ れ に 付 随 す る こ と('khor)を 信 じる根(信 根)9故 に,善 現 天

〔に 生 じ るの 〕 で あ る。 そ の 〔七 覚 支 を修 習 す る こ と〕 と,そ れ に付 随 す る こ とを精 進 す

る根(精 進 根)の 故 に,善 見 天 〔に 生 じ るの 〕 で あ る。 そ の 〔七覚 支 を 修 習す る こ と〕

と,そ れ に 付 随 す る こ とを思 念 す る根(念 根)の 故 に,無 煩 天 〔に 生 じ るの〕 で あ る。 そ

の 〔七覚 支 を 修 習 す る こ と〕 と三 昧 す る根(定 根)に 付 随 す る こ との故 に,無 熱 天 〔に生

じ るの 〕 で あ る。 そ の 〔七 覚 支 を 修 習す る こ と〕 と,そ れ に 付 随 す る こ とを智 る根(慧

根)の 故 に,色 究 竟 天 〔に生 じる の〕 で あ る。 各kの 衆 人 は,第 四禅 と相 応 す る不 動 業 の

故 に,無 想有 情 に生 じる の であ る。(D.224b5～7,P.153b8～154a4)

こ こに は,七 覚 支 の 修習 と,信,精 進,念,定,慧 の所 謂 五 根 に よ って各k善 現 天,善 見 天,

無 煩 天,無 熱 天 と色 究竟 天 に生 じる,と 規 定 され て い る。 そ して,こ れ らの天 に生 じる人k

は,第 四 禅 と相 応 す る不 動 業 の故 に無 想 有 情 に生 じ る,と され る。 この七 覚 支,五 根 に よる説

示 は,他 の文 献 に 見 られず 正 量 部 特 有 の もの で あ る と言>xる 。 こ こで,正 量 部 が説 く17種 の色

界 天 を纏 め る。

〔初 禅 〕 梵 輔 天 ・梵 種 天 ・梵 衆 天

〔二 禅 〕 少 光 天 ・無 量 光 天 ・極 光 浄 天

〔三 禅 〕 少 浄 天 ・無 量 浄 天 ・遍 浄 天
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〔四禅〕(無雲天)・(福 生天)・広果天 ・善現天 ・善見天 ・無煩天 ・無熱天 ・色究竟天

(3)三 業と後有の因

SAVで は続いて,上 述の業はすべての生を起こすのではなく,貪 欲を伴 う福,非 福,不 動

の三業が後有を生 じる因となる,と 説 く。その部分を示すと以下の如 くである。

それでは,〔 上で〕説かれたように,そ れ らの業はすべての生(skyeba)を 生起せしめ

るものであるのかと言えば,そ うではないのである。 即ち,貪 欲を伴 う業である福,非

福,不 動それらは,後 有(yansrid)を 生 じる因 となるのである。貪欲を離れるのは,同

一界においてである。即 ち,次 の如ぐである。欲 〔界〕に属する業は,欲 〔界〕に関する

生 〔を生起せしめるもの〕である。同様に,色 〔界〕に属する 〔業〕は,色 〔界〕に関す

る生 〔を生起せしめるもの〕である。無色 〔界〕に属する 〔業〕は,無 色 〔界〕に関する

生 〔を生起せしめるもの〕である。〔起 こり〕来 ること(bgrodpa)を 増長する業それは

後有を生起せしめるものである。その障礙となる業は,〔 後有を生起せ しめ〕ないのであ

る。(D.225a2～4,P.154a6～b1)

ここに説示された,貪 欲を伴 う三業が後有の因となる,と い う点などに関 しては,『順正理論』

(r顕宗論』 も同じ)に 同様の記述が見られる。 これはr倶 舎論』における三業の説明を更に

増補した中に見 られる。その増補部分を示す と,

応知此中由於因果相属愚故造非福業。以非福業純染汚故,要 依麁重相続無明。由此無明現
レ 　 ニ リ よ ニ 　 ニ リ ニ 　 で

在前位,不 能解一信因果相属 是故発一起諸非福行。由真実義愚故造福及不動業。真実義者,
う ニミ ニ ロ　 ニ 　ら ニユ 　ら ニ リ

謂四聖諦。 若於彼愚諸異生類,於 善心位亦得間起。 由此勢力令於三界,不 如実知其性皆
レ ニ ー ニ ー 二 一 下 ニ ー 三 二

苦,起 福不動行為後有因。若已見諦者則無是事。乗先行力漸離染時,如 次得生欲色無色。
　 ニ 　 　 エち レ ニ リ ニ リ レ レ レ ニ 　

である。これに依れば,福 と不動行を起こして後有の因となすのであ り,そ して先の行の力に

乗じて染を離れる時,欲,色,無 色の三界に生じるのである。 これは,正 量部が非福 も後有を

生 じる因とする説とは異なった見解である。

次に,後 有の生,不 生に関 して,〔 起こり〕来ることを増長す る業は後有を起 こし,そ の障

薇iとなる業は後有を起こさないという二業説が述べ られ る。 この二業は各k8種 に分類され

る。前者の8種 は,欲 界に属する善と無覆 と不善と有覆,色 界に属す る善 と無覆,そ して無色

界に属する善と無覆であ り,後 者の8種 は,夢 の中の業,有 の中の業,童 子の間になしたこ

と,全 智が生 じたこと,無 漏,自 性が無記であること,貪 りを離れることによって積集 したこ

と,そ して色界と無色界の修習の自性がない業である。この二業説は,他 の文献に見られず,

正量部特有の見解であるように思われる。

以上が,SAV第20章 「不動業決択」の説示内容を纏めたものである。
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4SAVに 引用 され る原典

SAVの 記述形式は,Da'sabalasrimitraに よる正量部説の内容毎の説示がなされた後に,

その内容を纏める形で正量部の原典が引用され,論 を進めるといった構成 より成っている。'引

用部分には,そ の原典が何であるのか文献名は明示されていないが,ど れ もが7音 節からなる
　

偈 文 で あ り,k穩ik竄ｩ らの 訳 出 と考 え られ,恐 ら く同 一文 献 か らの 引用 と推 測 で き る。 引用

さ れ る時 は,yangsunspar」 彡esSO,或 い はyanr」 彡esgsunssoと い

う定 型 句 で表 示 され る。

これ よ り,こ こでSAV第20章 「不 動 業 決 択 」 中 に 見 られ る或 る正 量 部 の原 典 か らの 引用 文

を 纏 め て,以 下 に挙 げ る。

migyosemspaniddu'dod//

わsamgtanb彡ipadangzugsmed//

mtshunsltande'dra'istobssnomskyis// (D.224a5^-6,P.153a7^-8)

dephyirbsodnamslasmikun//

'dodnaspyodpa'ilhadrugdan//

debzindanpo'ibsamgtangsum//

migyobalaslhagma'ilha// (D.225a1～2,P.154a5～6)

bgrodpa'pheldanchagsbcaspa'i//

lasdemtshunspa'ikhamsrnamssu//

yansridljonsinsabonrgyu//(D.225a4,P.154b1)

'dodskyesbzidangzugsskyesgais//

gnisnigzugsmedskyespa'o// (D.225a6^-7,P.154b4^-5)

rmilambarsridrnammises//

yonssesskyesdanzagmeddan//

ranbzinlunmedmachagsbsdus//

gzugsdangzugsmedlammayin// (D.225bl～2,P.154b6～7)

5チ ベ ット語訳SAV第20章 「不動業決択」和訳

ここに,SAV第20章 厂不動業決択」の和訳を試みるが,使 用 した版本はデルゲ版 と北京版
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で あ る。 訳 中 の注 意 す べ き術 語 につ い て は チ ベ ッ ト語 を 付 す こ とに す る。

〔和 訳〕

(D.224a3,P.153a3)不 動 業 は 心 性 で あ る。 それ は,ま た 第 四禅 と相 応 す る もの で あ 〕り,

有 漏 の無 色 〔界 〕 の 四 つ の定(snomspar'jukpa)と 相 応 す る もの で あ り,第 四禅 と無 色

〔界 〕 の定 と力が 相 似 す る定 と相 応 す る もの であ り,そ れ が 不 動 業 で あ る と知 られ るべ きであ

る。 そ こで は,尋(rnamparrtogPa)な どが 生 じる こ とが な い こ、とに よって,ま た 不 動

〔業 〕 な の で あ る。

ま た,動(gyoba)と い うこ とを なす こ とは,三 昧 の 災 患 が あ り,そ れ は七 種 で あ る。 次

の如 くで あ る。 即 ち,尋 と伺(rnamparspyodpa)と 喜(dga'ba)と 楽(bdeba)と 入

〔息 〕('jugpa)と 出 〔息〕(byunba)で あ る。

第 四禅 と無 色 〔界 〕 は,そ れ ら 〔七種 の災 患 〕が 生 じ る こ とが な い こ とに よっ て,不 動 〔業〕

な の で あ る。

〔また 説 か れ る。〕 毛、、

不 動 〔業 〕 は心 性 を欲 す る。 第 四禅 と無 色 〔界 の定 〕 と相 応 し,そ れ と相 似 す る 力

〔のあ る〕 定 と 〔相 応 す る。〕

と,説 か れ てい る。

こ こで,雑 染 で な い業 で あ る もの な どが 説 か れ るの で あ る。 福 の そ の 業 の故 に,四 洲 に住 す

る人 々(P.153b)を 生 じる の で あ る。 次 の如 くで あ る。 即 ち,無 貪 を修 習 す る(yonssu

bsgomspa)福 〔の業 〕 の故 に,北 倶 盧 洲 の人 〔々 を 生 じる の〕 で あ る。 そ れ に よっ て,そ れ

〔らの人k〕 は貪 著 が な く,そ して す べ て の 受 用(nebarloosspyodba)を 獲 得 す る の で あ

る。 無 瞋 を 修 習 す る 〔福 の業 の〕 故 に,東 勝 身 洲 〔の 人kを 生 じるの 〕 で あ る。 そ れ に よっ

て,そ れ ら 〔の人 々〕 は諸kの 生 き物 を 殺 さ ない の で あ る,と 言 わ れ るの で あ る。 無 慢 を(D.

224b)修 習 す る福 〔の 業 〕 の故 に,西 牛貨 洲 〔の人kを 生 じる の〕 で あ る。 そ れ に よっ て,

そ こに は 同 一 性(rigsgcigriid)が あ る。 そ れ ら 〔の人k〕 は等 しい量 と形 を 具足 す るの で あ

る。 無 痴 を 修 習 す る福 〔の 業〕 の故 に,南 贍 部洲 〔の人hを 生 じる の〕 であ る。 そ れ に よっ

て,そ れ ら 〔の 人k〕 は思 念(dranpa)と 智 慧(blo)を 得 て,心 を具 足 す る の であ る。

欲 界 天 は 六 で あ る。 即 ち,次 の如 くで あ る。 〔四〕 天 王 衆 か ら他化 自在 天 まで 〔で あ り〕,

それ ら 〔の 人k〕 は,ま た 無 痴 を 多 く修 習 す る 〔福 の 業 の 〕故 に,〔 そ れ らの〕 天 〔に生 じる

の〕 で あ る。 福 の業 の故 に,形 と座 と大 宮 殿 な どが 出 現 す るの で あ る。

〔色 界 〕 初 禅 の 劣 と中 と勝 の福 を 修 習 す る故 に,刧 禅 の 劣 と中 と勝 の 三地 が あ る。 即 ち,順

次 に 梵 輔 天(tshanspa'imdunna'dongyilha)と 梵 種 天(tshansriskyilha)と 梵 衆 天

(tshans'khorgyilha)Yこ 生 じるの で あ る。 それ と同様 に,第 二 禅 の三 〔地 〕 につ い て 〔言

え ば〕,少 光 天('bdchuiigilha)と 無 量 光 天(tshadmed'odkyilha)と 極 光 浄 天('odgsal

gyilha)に 生 じる ので あ る。 同 様 に,第 三 禅 の三 〔地 〕 に つ い て.〔言 え ば〕,少 浄 〔天〕(dge
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c$un)乏 無量 浄 〔天〕(tshadmeddge)と 遍 浄 天(dgergyaskyilha)に 生 じる の で あ る。

不 動 業 は,ま た 第 四 禅 と各 々に相 応 す る 劣 と 中 と(P.154'a)の 勝 〔の 三地 〕 か ら て言 え

ば,無 雲 天 と福 生 天 と〕,広 果天('brasbucheba'ilha)〔Yこ 生 じるの 〕 で あ る。 〔更 に〕要不

動 業 は第 四禅 と相 応 す る も の と,〔 七 〕 覚 支 を修 習 す る こ と と,そ れ に付 随 す る こ と('khor)

を 信 じる根(信 根)の 故 に,善 現 天(gyanomsnapgilha)〔 に 生 じ るの〕 で あ る。 そ の

〔七 覚 支 を修 習 す る こ と〕 とそ れ に付 随 す る こ とを精 進 す る根(精 進 根)の 故 に,善 見 天(sin

tumthonba'ilha)〔 に 生 じ るの〕で あ る。 そ の 〔七 覚 支 を 修 習 す る こ と〕 とそ れ に 付 随 す る

こ とを 思 念 す る根(念 根)の 故 に,無 煩 天(micheba'ilha)〔 に 生 じ るの〕 で あ る。 そ の

〔七 覚 支 を修 習 す る こ と〕 と三 昧 す る根(定 根)に 付 随 す る こ との故 に,無 熱 天(migdun

ba'ilha)〔 に生 じ るの 〕 で あ る。 そ の 〔七 覚 支 を修 習 す る こ と〕 とそ れ に 付 随 す る こ とを 智 る

根(慧 根)の 故 に,色 究 竟 天('ogmingyilha)〔 に生 じる の〕 で あ る。 各kの 衆 人 は,第 四

禅 と相 応 す る不 動 業 の故 に,無 想有 情('duS2Smedpa'isemscan)に 生 じるの で あ る。

、空 〔無 辺 処 と〕,識 〔無 辺 処 〕 と,無 所 有処 と,非 想 非 非 想 処 と各kに 相 応 す る不 動(D.225

a)業 の故 に,順 次 に 四無 色 〔界 に 生 じ るの〕 で あ る。 そ の様 に,そ れ ら欲 〔界 〕 と色 〔界 〕

と無 色 〔界 〕 の三 界 と も,そ れ らは 業 か ら生 じた 有 身 が 生 じる拠 り所 で あ る。

また,〔 説 か れ る。〕

そ の故 に,福 の故 に,す べ て の人 は欲 界 の六 天 と,同 様 に 〔色 界 の〕最 初 の三 禅 〔と,

そ して 〕不 動 業 の故 に,そ れ 以外 の天 〔に生 じる の〕 で あ る。,

と,説 か れ て い る。

そ れ で は,〔 上 で 〕説 か れ た よ うに,'そ れ らの業 はす べ て の生(skyeba)を 生 起 せ しめ る

もの で あ るの か と言 え ば,そ うで は な い の であ る。 即 ち,貪 欲 を 伴 う業 で あ る福,非 福,不 動

そ れ らは,後 有(yansrid)を 生 じる因 とな るの で あ る。 貪 欲 を 離 れ るの は,同 一 界 に お い て

で あ る。却 ち,次 の如 くで あ る。 欲 〔界 〕 に属 す る業 は,欲 〔界 〕 に 関 す る生 〔を 生 起 せ しめ

る もの 〕 で あ る。 同様 に,色 〔界 〕 に属 す る 〔業 〕 は,色 〔界 〕 に 関 す る生 〔を 生 起 せ しめ る

も の〕 で あ る。 無 色 〔界 〕 に属 す る 〔業 〕 は,無 色 〔界 〕 に関 す る生 〔を 生 起 せ しめ る もの ユ"

で あ る。 〔起 こ り〕 来 る こ と(bgrodpa)を 増 長 す る業(P.154b)そ れ は後 有 を生 起 せ しめ

るの で あ る。 そ の障 礙 とな る業 は 〔後 有 を 生 起 せ しめ 〕 な い の で あ る。

また;〔 説 かれ る。〕"

〔起 こ り〕 来 る こ とを増 長 し,そ して 貪 りを 伴 うそ め 業 と相 応 す る 〔三 〕界 に お い て

は,後 有 が 樹 木 で種 子 が因 〔め如 く〕 で あ る。

と,説 か れ て い る。

業 に 二種 が あ る こ とは,次 の如 くであ る。即 ち,後 有 が 生 じる際,力 性 に よっ て 〔起 こ り〕

来 る こ とを増 長 す る業 と,通 常 〔こ とを 〕 な す 時 に,異 熟 が 生 じて か ら後 有 を造 作 す る際,力

が な い故 に そ の障 礙 とな る業 で あ る。
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・そ の 中,〔 起 こ り〕ゴ来 る こ とを 増 長 す る業 は八 〔種 〕 で あ る。 即 ち,次 の如 くであ る。 欲

∫〔界 〕 に 属す る善 と無 覆 と不 善 と有 覆 と,色 〔界 〕 に属 す る善 と無 覆 と,無 色 〔界 〕 に 属 す る

善 と無 覆 で あ る。

また;〔 説 かれ る。〕

裂 欲 〔界 〕 に生 じた 四 と
,色 〔界 〕 に 生 じた二 で,〔 更 に〕 二 は無 色 〔界 〕 に 生 じた も

の で あ る。

と,説 か れ て い る。

そ の障 礙 とな る 〔業 〕 は八 〔種 〕 で あ る。即 ち,次 の 如 くで あ る。 夢 の 中 の業 と,有(srid

pa)の 中 の業 と,童 子 の 間 に な した こ と と,全 智(yonssusespa)が 生 じた こ と と,無 漏

と,自 性 が 無 記 〔で あ る こ`と〕 と,(D.225b)貪 りを離 れ る こ とに よっ て積 集 した こ と と,

色 〔界 〕 と無 色 〔界〕 の 修習 の 自性 が ない 業 で あ る。

また,〔 説 か れ る。〕

夢 の 中,有 相,童 子,全 智が 生 じた こ と と;無 漏 と,自 性 が無 記 と,無 貪 に含 まれ た

こ とと,色 〔界 〕 と無 色 〔界 〕 の道 が な い こ とで あ る。

と,説 かれ て い る。

〔以 上 は〕 比 丘 で あ る尊 師Dasabala'srimitra大 師 に よ って 著 され た 『有 為 と無 為 の決 択 』

の 中,〔 聖 一 切所 貴 部 の聖 典 の教 法 中 の〕 「不 動 業 決択 」と名 付 け る第20章 で あ る。(D・225b

2,P.154b8)

6チ ベ ッ ト語訳SAV第20章 「不 動業 決択 」 テキス ト

デ ル ゲ版(D)Ha,224a3-225b2

の
北 京 版(P)No,153a3-154b8

(D.224a3,P.153a3)migyoba'ilasnisemspaniddo//deyanbsamgtan.bzipa

danmtshunsparltanpadan/gandagzagpadanbcaspa'igzugsmedpa'isnomspar

'jugpabzidanmtshunsparltanpadan/gandagbsamgtanbzipadangzugsmedpa'i

momspar'jugpadanstobsmtshunspa'imomspar'jugpasmtshunsparltanpad� 　
migyoba'ilassurigparbya'o//delarnamparrtogpalasogspasbskyedparbyaba

mayinpasna'dinimigyoba'o//deyangyobazesbyabanitinne'dzingyiskyon
0

te/deyanrnampabdunno//'diltaste/rnamparrtogpadan/rnampardpyoddan/

dga'badan/bdebadan/'jugpadan/byunba'a//bsamgtanbzipadangzugsmed
OO

panidernamskyisbskyodparbyabamayinpasnamigyoba'o//

migyosemspaniddu'dod//

bsamgtanbzipadangzugsmed// 　
mtshunsltande'dra'istobssnomskyis//

-36一



正 量 部 の不 動 業 説

zesgsunsso//gan'dirnonmopspacanmayinpa'ilasdernamsgsunsso//bsod

namskyilasdelas/glinbzilagnaspa'imirnams(P.153b)suskye'o//'diltaste/

machagspayonssubsgomspa'ibsodnamslasbyangisgramisnangyimi'o//des

na'diniyonssu'dzinpamedpadan/nebarlorisspyodbathamscadphunsumtshogs

pa'o//zesdanmedpayonssubsgomspalassargyilus'phagspa'o//denidkyisna⑥
rnamsnisrogchagsrnamsmigsoddozesso//nargyalmedpa(D.224b)yonssu

°b
sgomspa'ibsodnamslasnubkyibalanspyodpa'o//denidkyisnaderurigsgcig

niddo//dernamnitshaddangzugsmnampanebarldanpa'o//marmonspayons⑧
subsgomspa'ibsodnamslas'dzambuglinpa'o//denidkyisnadernamsnidranpa

O

danblophunsumtshogssinsemspadanldanpa'o//'dodpanaspyodpa'ilhadrug

go/'diltaste/rgyalchenrisnasgzan'phruldbanbyedkyibardu/deniyanma

rmonspamanduyonssugourspalaslha'o//bsodnamskyilaslasdbyibsdangdandan

gzalyaskhanlasogspa'byunbar'gyurro//bsamgtandanpo'idmanpadan'brin

danmchoggibsodnamsbsgrubspalas/bsamgtandanpo'idmanpadan'brindan⑭
gyanompa'isagsumste/rimpabzindutshanspa'imdunna'dongyilhadan/

tshansriskyilhadan/tshans'khorgyilharnamssuskye'o//dekhonabzindubsam

gtangnispa'igsumdu/'odchungilhadan/tshadmed'odkyilhadan/'odgsalgyi

lharnamssubar'gyurro//debzindubsamgtangsumpa'igsumdu/dgechundan⑪
tshadmeddgedandgergyaskyilharnamssuskye'o//migyoba'ilaskyanbsamgtan

bzipadansosorldanpa'idmanpadan'brindan(P.154a)mchoglas'brasbuche

ba'ilharnamsso//migyoba'ilasbsamgtanbzipadanldanpadan/byanchubkyi ⑫
yanlagrnamsgourspadan'khordadpa'idbanpolasgyanomsnaregilha'o//denid ⑬
dan'khorbrtson'gruskyidbanpolassintumthonba'ilharnamsso//deniddan ⑭
'khordranpa'idbanpolasmieheba'ilharnamsso//deniddantinne'dzingyi

dbanpo'i'khorlasmigdunba'ilharnamsso//deniddan'khor'sesrabkyidbanpo⑮
las'ogmingyilharnamsso//soso'iSkyebonibsamgranbzipadanldanpa'imi

gyobalas'dusesmedpa'iSemscanduskyeba'o//nammkha'rnamsescunzadmed

pa'iskyemcheddaポdusesmed'du'sesmedmingyiskyemcheddansosorldanpa'i
⑯

migyoba'i(D.225a)laslasrimpabzindugzugsmedpabzi'o//debzindu'dodpa

⑰ ⑱

dangzugsdangzugsmedpa'ikhamsgsumpod駭ilaslasskyespa'iluscanrnams

skyepa,irtenyinno//yan/

dephyirbsodnamslasmikun//

'dodnaspyodpa'ilhadrugdan//

debzindanpo'ibsamgtangsum//
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migyobalaslhagma'ilha//〉 〉

⑲ ⑳

pa'ilasdernamcithamscadk�ithamsc稘kyi2esgsunsso//-'onajiltarlgsuns

skyebaskyedparb�edpayinriamzena/mayinte/deyan/'dodchagsdanbcas

pa'ilasbsodnamsbsodnamsmayinp瀘igyobadeniyansridskyeb�'irgur'gyur

-一 一 一 一一 一..一 一 一 ●

a'inikhamsmthixnparu'o//'diltast�/'dodpasbsduspa'iro//'dodchagsdanoralb

las'dodbargtogspa'iskyeba'o//debain_dugzugskyisbsduspagzugssugtogspa'i'n//

gzugsmedpasbrduspagzugsmedpa'i'o//bgrodpa'phelba'ilas(p.154b)deniyan

seidskyebarbyedpa'o//gegsdesridpa'ilasnimayinno//yan/

bgrodpa'pheldanchagsbcaspa'i//

lasdemtshunspa'ikhamsrna血ssu//.

yansridljonsinsabonrgy�//

Zesgsunsso//laslarnampagnisni'dilt龝te/yan.sridskyedpalanuspanidkyis

bgrodpa'phelba'ilasdan/phelcherbyaba'idusniddurnamparsurinpaphyunnas

yansridmuonpar'dubyedp瀝anuspamedpa'iphyirgegsdesridp�'ilasso//cle

l稈grodpa'phelba'ilasnibrgyadde/'diltaste/'dodpasbsduspa'idgebadan/

sgribpardayinpadanソmidgebadan/駈sgribpadan/gzugskyisbsduspa'idgeba

dan/sgribpamayinpadan/gzugsmedpasbsd皛pa'idgebadan/sgribpamayin

pa,o//yan/層1噛 、

'dodskyesbzid穗gzugssk�esgnis//

gnisnigzugsmedskyespa'o//

zesgsunsso//gegsdesridpanibrgyadde/'diltaste/rmilamnangilasdan/srid

pabarma'ilasdan/byispa'ignasskabssubyaspadan/gonssusespaskyespadan/

zagpamedpadan/ran.bzingyislunmabst穗dan/(D.225b)chagsbralgyisne ⑳
barbsagspadan/gzugsdangzugsmedpa'ibsgompa'iranbzinmayinpa'ilasso//

yan/

rmilambarsridrnammises//

yonssesskyesdanzagmeddan//

ranbzinlunmedmachagsbsdus//

gzugsdangzugsmedlammayin//

zesgsunsso// ⑳
panditachenpodgeslongnasbrtanstobsbcudpalbasesgneng�isbsduspa'dus

byasdan'dusmabyasrnamparnespal穃ig�oba'ila●rnamparnespazesbyaba

le'unisula'o//(D.225b2,P.154b8)
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QQD.bskyedP,skyed

2QD.spyodP.dpyod

●D.bskyodP.skyod

④D.P.共 にriamsと な っ て い る が,こ こ で はsnomsと 読 む 。

Q5D,zesP,ces

OD,gsodP,bsod

Q7D,bsgomsP,sgroms

●D,bsgomsP,gours

QgD,tshogssinP,tshogspa'o//

QD,steP,te

OD.tshadmeddan/P,tshadmeddgedan

⑫D.lasの 後 にkyanが あ る 。Rな し。

⑬D.danな し。P.danあ り。

●D,soP,sa

●D,soso'iP,soso

●D.'dodP.'dad

⑰D.deな し 。P.deあ り。

●D,laslasP,lasla

●D,ciP,ji

⑳D.kyiな し。P.kyiあ り。

⑳D.namsの 後 にdanな し 。P.danあ り。

⑳D.'diltasteな し 。P.'diltasteあ り。

●D,gtogsP,rtogs

●D,bsgomP,sgom

⑳D.dgeslopgnasbrtanな し 。P.に あ り。

●D,lasP,la

⑳D.ba'ilasP.ba
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